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1.	 (1)[1点]	 となるので，1次独立である。 

(2)[1点]	 となるので，1次従属である。 

 

2．(1) [1点]	 この微分方程式の特性方程式は λ2 – 3λ + 2 = 0 となる。この根は λ = 1, 2 である。

従って、与えられた微分方程式の一般解は 

 y = C1 exp (x) + C2 exp (2x) 

となる。 

 

(2)[1点] この微分方程式の特性方程式は λ2 + 4λ + 4 = 0 となる。この根は λ = – 2 (重解)である。 

従って、与えられた微分方程式の一般解は 

 y = C1 exp (– 2x) + C2 x exp (– 2x) 

となる。 

 

(3)[1点] この微分方程式の特性方程式は λ2 – λ + 2 = 0 となる。この根は𝜆 = #±√&'
(

 となる。 

従って、与えられた微分方程式の一般解は 
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となる。 

 

3. (1) [1点]	  

(2)[1点]	 。 より， (ただし，Cは定数)。 

(3) [1点]	 非斉次方程式の特殊解の一つとして、定常解の(1)の解を採用するのが最も簡単である。

したがって， 。 

(4) [1点]	 より，  

(5) [1点]	   
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